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鶴 征四郎

皆さまこんにちは、今日は最近少なくなってきた、純クラシックをや りま

丸

最近は、テレビの録画が簡単になり、大容量になってきたのはいいのです

が、録画 した番組を DVDに するのが難 しくなりました。

幸いなことに、我が家には昔使っていた DVDレ コーダーがあり、ちょうど

10年前の 2015年 11月 29日 にNHKで放送されたものをダビングして、持っ

てまい りました。内容は別紙に添付 したプログラムからシベリゥスの作曲の中

で最も有名な交響詩「フィンランディア」とバイオリン協奏曲、二短調です。

もう一つはシベリゥスが作曲した 7つの交響曲の中で最も有名な第二番があり

ますが発表時間の関係で割愛します。

私はコンサー トホールにはよく行っていて、同組み合わせでは、すべて諏訪

内晶子のバイオリンで、ウラディミル・アシュケナージ指揮、フィルハーモニ

ア管弦楽団、サカリ・オラモ指揮、ロイヤル・ス トックホルム・フィルハーモ

ニー管弦楽団と合わせて 3回行っています。私は諏訪内晶子の大ファンで、彼

女が出演するコンサー トにはよく行っています。
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この 3曲はCDも ありますが、諏訪内晶子さんの美しいスタイルも含めてコ

ンサー トの雰囲気も味わっていただくために、DVD録画を使いたいと思いま

丸
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シベリゥスについて

ジャン・シベリゥスはフィンランドを代表する有名な作曲家です。

1865年生まれです。日本では尊王攘夷運動の真最中、新選組や、長州征伐の時

代で、徳川慶喜が将軍になり、明治天皇が即位する直前です。

亡 くなったのが 1957年です。安保闘争の時代です。92歳でした。最後の交響

曲第 7番を発表 したのが 59歳のときですから、30年以上はヘルシンキ近郊の

別荘で静かに暮らしていたようです。

諏訪内品子さんについて

1972年東京都生まれ。3歳でバイオリンを習い始め、桐朋学園大学ソリス ト・

ディプロマ・コースを卒業後、ジュリアー ド音楽院修士課程孝。その間、パガ

ニーニコンクール、エリザベー ト王妃国際コンクールで 2位。

1990年、18歳でチャイコフスキーコンクールのバイオリン部門で最年少にし

て優勝、世界的な注目を浴びる。

所持するバイオリンはス トラディヴァリゥス、「 ドルフィン」を 20年間使い、

現在はグァルネ リ、「チャールス・ リー ド」を使用 しています。


